
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  極点図、逆極点図、ＯＤＦ図の等高線編集 
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  １．概要 

  ２．極点図の編集 

   ２．１ 平滑化 

   ２．２ 等高線レベル設定変更 

   ２．３ 不等間隔 

   ２．４ 黒色 

  ３．逆極点図の編集 

   ３．１ Ｅｘｃｅｌでレベル入力 

  ４．ＯＤＦ図の編集 

   ４．１ ３面表示 

   ４．２ １面表示 

   ４．３ 黒色表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 等高線を使った表示にレベルを付加した図が必要になる事があります。 

 ＣＴＲソフトウエアでは色付き、等間隔で表示しているが、編集機能があります。 

 例えば、全て黒色で不等間隔でも表示できます。 

 しかし、等高線上にレベル表示は出来ないので、Ｅｘｃｅｌ上にＣｏｐｙすれば実現できます。 

 以下に方法を説明します。 

２．ＰｏｌｅＦｉｇｕｒｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙによる編集 

  

２．１ 平滑化 

  

 平滑化より最大値は低下します。 

 

 

 

 

 

 



２．２ 等高線レベル設定変更 

 等高線部分をマウスクリックで編集画面を表示 

 

 

 

     他の極点図比較にため、最大値を固定 

  表示最小レベル  表示間隔 

  

 等高線幅変更  等高線色、不等間隔設定 

 

 この編集画面は、逆極点図、ODF図も同じ操作 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．３ 不等間隔 

 

レベルを直接入力 

 

 

 色変更は、マウスクリックにより Colorselectから選択する。 

  



２．４ 黒色 

 ＣｏｌｏｒでＡｌｌｂｌａｃｋを選択 

  

 

  

 

 

 



３．逆極点図の編集 

 ＧＰＩｎｖｅｒｓｅなどで逆極点図を表示したＩｎｖｅｒｓｅ．ｔｘｔデータを 

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｕｂｉｃＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙや 

 ＩｎｖｅｒｓｅＣｏｎｔｏｕｒＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで表示する。 

 ＢＣＣＳｃｈｍｉｄＦａｃｔｏｒＣａｌｃソフトウエアで作成したデータを扱う。 

  

 最大値が０．５で表示出来ていない、編集を行う。 

 

 



編集後 

 

３．１ Ｅｘｃｅｌでレベル入力 

 

  

 

 

 



４．ＯＤＦ図の編集 

 ＧＰＯＤＦＤｉｓｐｌａｙソフトウエアで表示 

  

４．１ ３面表示 

  

 

 



 

４．２ １面表示 

  

  

４．３ 黒色表示 

  


